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　現在、新型コロナウイルスが世界を席巻し、収束の見通し
はまだ立っていません。その背景には、気候変動の影響や無
秩序な開発による生態系の変化、そしてヒトと野生動物の距
離が変化したことが要因であるとの指摘もあります。
　各国はコロナ対策に全力を挙げていますが、その対策があ
る程度落ち着いた段階では、人々が安心して生活できる、持
続可能で生態学的にも安定した、災害や疫病などにより抵抗
力のある社会への移行が重要になります。
　昨年 6 月に開催された G 20 大阪サミットでは、海洋プ
ラスチックごみ問題が主要テーマとなり、2050 年までに新
たな海洋プラスチックごみによる汚染をゼロにすることを目指す「大阪ブルー・オーシャン・ビ
ジョン」が採択されました。政府はもちろん、企業も個人もプラスチックごみ削減への具体的取
組が求められています。
　そのような状況のなかで、釣り界が一丸となって取り組む「つり環境ビジョンコンセプトに基
づく LOVE BLUE 事業」は多くの釣り愛好者も巻き込んで、環境問題に取り組む具体的活動と
して今日では社会の各層からその意義が高く評価されています。釣りは地球の恵みを最大限に使
い、自然に親しむスポーツです。しかし釣りが長く続けられるためには、水辺や海の環境と多様
な魚類の維持、そして釣り場の環境改善が肝要です。「LOVE  BLUE 事業」は、釣り人への環境
保全の意識の向上も図りながら、釣りにかかわる全ての人々が共通の思いをもって持続可能な釣
り環境を構築するための社会貢献事業となっています。

京都大学名誉教授
松下和夫

2019年度

地球の恵みと LOVE BLUE 事業
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Ⅳ2019 年度事業収支報告書

私たちの考える「LOVE BLUE 〜地球の未来を〜」とは、持続
可能な釣り環境を構築するために、釣りにかかわるのすべての
人々が、共通の想いをもって発信する未来に向けた理念です。海
や川に囲まれ、水に恵まれた国、日本。日本の釣り文化は、世界
的に見ても群を抜いて高度であり、とても魅力的です。だからこ
そ私たちは、「釣りで自然を汚さない」から「釣りが自然を再生
させる一助になる」ように環境への意識をさらに高め、世界に誇
る「水辺の環境保全」を志向する社会貢献事業の実施を目指して
まいりたいと考えています。

「LOVE BLUE 〜地球の未来を〜」をスローガンに、まずは、「環
境保全」と「資源回復」を両軸に、「水辺をキレイに」「サカナを
増やそう」「フィールドを広げよう」を３つの優先事項とし活動
してまいります。

つり環境ビジョンコンセプトに基づく
LOVE BLUE 事業

〜活動理念〜
科　　　　　目 予算額 決算額

（6）運営経費支出
　　　　LOVE BLUE 人件費支出 29,069,122 21,973,462
　　　　環境・美化シール印刷費支出 350,000 0
　　　　旅費交通費支出 7,000,000 4,006,464
　　　　通信運搬費支出 1,200,000 416,866
　　　　印刷製本資料作成費支出 3,500,000 2,380,257
　　　　宣伝費支出 20,000,000 19,002,004
　　　　租税公課支出 3,000,000 3,753,276
　　　　会議費支出 500,000 196,020
　　　　支払手数料支出 100,000 53,425
　　　　振込手数料支出 50,000 37,962
　　　　諸謝金支出 200,000 0
　　　　消耗品支出 300,000 15,861
　　　　雑費支出 150,000 170,500
　　　　法定福利費支出（科目追記） 2,706,422

運営経費支出計 65,419,122 54,712,519
事業活動費支出合計 296,419,122 246,487,098

事業費比率 116.3% 92.7%
事業活動収支差額 -41,619,122 19,306,761

Ⅱ   振替経費支出
　　　　振替人件費支出 1,372,631 1,454,558
　　　　その他一般管理費支出 2,002,380 2,404,753
　　　　F 会館維持管理費支出 115,520 135,734
　　　　法人税等 0 0

振替経費支出計 3,490,531 3,995,045
【投資活動収支の部】
（1）投資活動収入

投資活動収入計 0 0
（2）投資活動支出

投資活動支出計 730,205 0
投資活動収支差額 -730,205 0

当期収支差額 -45,839,858 15,311,716
前期繰越収支差額 129,551,338 129,551,338
次期繰越収支差額 83,711,480 144,863,054
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Ⅱ放流事業

奈良県室生ダム

徳島県牟岐島

東京都水元公園

長崎県九十九島

千葉県印旛沼

福岡県大里港

栃木県鬼怒川他

徳島県椿泊港

東京都東京湾

大分県別府国際観光港

ヘラブナ

グレ

ギンブナ

カサゴ

ヘラブナ

カサゴ

ヤマメ

カサゴ

カサゴ

ヒラメ
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Ⅱ （公財）日本釣振興会 2019 年度事業報告 放流事業

兵庫県尼崎市等 和歌山県有田市マコガレイ ヒラメ

県名 放流場所 実施日 魚種 尾数・㎏
・粒

北海道 石狩川支流愛別川 11月23日 ニジマス 115kg

宮城 仙台湾　塩釜（松島） 9月4日 マダイ 6,700 尾

茨城 北茨城大津港沖 9月17日 メバル 3,800 尾

栃木 鬼怒川・那珂川・箒川・田川・
渡良瀬川・秋山川・大谷川 11月10日 ヤマメ発眼卵 158,000 粒

群馬 渡良瀬川支流 9月21日 ヤマメ親魚 13 尾

埼玉 4月〜5月
名栗湖・浦山ダム・合角ダム・間瀬湖・
神流川・油井ケ島・川田谷沼 9月27日 ワカサギ発眼卵 800 万粒

北本総合公園池 1月19日 ギンブナ 75kg

びん沼川 1月19日 ヘラブナ 1,100kg

鴻巣市明秋・釜虎 10月20日 ヘラブナ 415kg

北本総合公園池 11月23日 ヘラブナ 100kg

桶川市川田谷沼 11月23日 ヘラブナ 253kg

鴻巣市明秋・釜虎 11月23日 ヘラブナ 350kg

加須市油井ケ島沼 11月23日 ヘラブナ 116kg

越谷市　逆川 11月23日 ヘラブナ 116kg

越谷市大吉調節池 12月8日 ヘラブナ 58kg

千葉 いすみ市大原漁 7月10日 ヒラメ 5,000 尾

港勝浦港 9月24日 イサキ 3,700 尾

印旛沼　黒部川 11月9日 ヘラブナ 176kg

東京 東京湾　若洲沖 9月3日 カサゴ 3,400 尾

水元公園 9月27日 ギンブナ 75kg

神奈川 横須賀市海辺つり
公園お酔い新安浦港 7月21日 メバル 5,000 尾
横須賀市長井漁港
及び荒崎なんやの浜 10月6日 カサゴ 5,000 尾

新潟 直江津港 7月11日 ヒラメ 5,000 尾

石川 かほく市・小松氏・珠洲市 9月3日 クロダイ 19,000 尾

山梨 笛吹川水系 10月3日 アマゴ親魚 600 尾

千代田湖 10月6日 ヘラブナ 482kg

岐阜 長良川中央管内　千疋大橋 5月27日 アユ 5,000 尾

長良川中央管区内支流 2月18日 アマゴ 60kg

本巣軍根尾川 3月4日 アマゴ 55kg

坂取川上流漁協管内　本流 3月10日 アマゴ 60kg

大垣市　揖斐川 11月17日 サツキマス 650 尾

県名 放流場所 実施日 魚種 尾数・㎏
・粒

静岡 6月21日

伊東港 7月4日 メバル 7,200 尾

沼津港 8月18日・
21日・22日 ヒラメ 3,300 尾

清水港・浜名湖新居浜・沼津港 マダイ 30,000 尾

愛知 落合池・東谷山フルーツパーク釣り池・
ほら貝池・水広下池 10月24日 ヘラブナ 747kg

三重 鳥羽市国崎沖 7月27日 ヒラメ 3,000 尾

鳥羽市国崎港 1月14日 ヒラメ 2,300 尾

大内山川 10月8日 アマゴ 50kg

尾鷲市尾鷲港 10月20日 ヒラメ 2,000 尾

滋賀 守山釣り桟橋・貫川内湖・
近江舞子内湖 11月5日 ヘラブナ 900kg

京都 舞鶴湾一帯 8月9日 クロダイ 9,600 尾

兵庫 尼崎市・神戸市・加古川市 6月5日 マコガレイ 6,600 尾

奈良 室生ダム 12月2日 ヘラブナ 250kg

和歌山 和歌山市・有田市 7月9日 ヒラメ 4,000 尾

和歌山市 7月23日 ヒラメ 1,120 尾

御坊市・由良市 8月20日 クロダイ 9,700 尾

山口 下関市吉見本町
吉見漁協前 10月9日 キジハタ 2,400 尾

徳島 椿泊港・和田赤石ふ頭 5月26日 カサゴ 1,323 尾

牟岐町牟岐大島 7月14日 メジナ 1,600 尾

香川 高松市 G 地区 6月5日 カサゴ 3,062 尾

高松市沖 7月4日 ヒラメ 5,300 尾

愛媛 松山市高浜町黒岩・
興居島黒崎 6月5日 カサゴ 2,679 尾

高知 5月20日 カサゴ 1,600 尾

吉川漁港・大山・室戸岬港 イサキ 2,851 尾

福岡 カサゴ 3,500 尾

北九州市門司区　大里 10月19日 マダイ 3,500 尾

佐賀 伊万里市山代町浦ノ崎 10月14日 カサゴ 6,800 尾

長崎 九十九島
パールシーリゾート 9月8日 カサゴ 4,200 尾

大分 別府国際観光港 5月20日

中津市中津港 6月30日 ヒラメ 1,500 尾

鹿児島 錦絵湾　重富沖・鴨池沖・
桜島沖・黒神沖 9月24日 カワハギ 5,600 尾

555.3kg815万8,000粒,
184,097尾放流実施
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Ⅱ
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マナー看板設置事業放流事業

佐賀県伊万里港

広島港デポルトピア

和歌山県芳養漁港

和歌山県目良漁港

047

県　名 場　所 設置月 設置枚数

1 和歌山県 扶養漁港・目良漁港 2019年9月 4

2 佐賀県 伊万里港 2019年8月 1

3 広島県 デポルトピア 2019年7月 1
(看板作成のみ｡設置は含まず)

4 大阪府 大阪港 2019年11月 10

5 京都府 京都府伊根町 2019年3月 4

6 静岡県 小田原港 2019年3月 2

合　計 22枚

2府4県に22枚設置

マナー看板設置事業 2019年

2019 年も各地でマナーの向上を呼び掛ける看板の設置を行いました。
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Ⅱ （公財）日本釣振興会 2019 年度事業報告 マナー看板設置事業

大阪港コスモスクエア海浜緑地１

大阪港鶴浜緑地１ 大阪港鶴浜緑地１

静岡県小田原漁港 新井崎漁協 蒲入漁港

大西駐車場

京都府伊根町

七面山駐車場
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Ⅱ

049

産卵床・魚道設置

コイの産卵床設置

ウグイの産卵床設置

産卵床・魚道設置 2019年
　海水温の上昇やアイゴの食害等いろいろな原因でアオリイカが散乱する海藻が減っています。
アオリイカ釣りは人気のある釣りですので、少しでもアオリイカを増やすために平成 25 年から
ボランティアダイバーの協力を得て、アオリイカの産卵床の設置を行っています。

　コイはコイヘルペスのため放流ができない状態が続いています。そこで自然産卵を促してコ
イを増やすために平成 29 年よりコイの産卵床の設置を始めました。

　魚道については日大の安田教授の協力を得て、アユが遡上しやすくなる簡易魚道の設置を始
めました。わずかな段差でもアユが遡上できないところに簡易魚道を設置することで、多数の
アユの遡上が確認されています。

埼玉県入間川

埼玉県霞川

049
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Ⅱ （公財）日本釣振興会 2019 年度事業報告

三重県五カ所湾

和歌山県串本沖

静岡県八幡野沖

和歌山県田ノ浦ビーチ

神奈川県岩港

三重県尾鷲港

アオリイカの産卵床設置
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Ⅱ産卵床・魚道設置 / 防波堤開放・釣り人拡大

アユ魚道の整備

県　名 設置場所 実施日 対　象

産　卵　床

三 重 県 五カ所湾 4月9日 アオリイカ
尾鷲港 6月10日 アオリイカ

和 歌 山 県 串本沖 4月12日 アオリイカ
田ノ浦ビーチ 5月21日 アオリイカ

静 岡 県 八幡野沖 5月19日 アオリイカ
神 奈 川 県 岩港沖 5月27日 アオリイカ
埼 玉 県 入間川 4月16日 コイ

霞川 6月14日 ウグイ

魚　　　道 京 都 府
賀 茂 川

丸太町落差工右岸 3月16日 アユ
荒神橋口落差工右岸 3月17日 アユ 合計10ヶ所

防波堤開放・釣り人拡大 2019年
１. 小学校釣りキャラバン
小学校の授業に水辺の安全教育を組み込んでもらい、同
時に救命具の正しい着用の仕方、ラインの結び方、ルアー
の投げ方等を学んでもらうもので、2019 年は 6 校で実施
し約 500 名の小学生に体験をしてもらいました。

３. 遊歩道へのトイレの設置
行政への働きかけにより、北九州市若松響灘運河に釣り遊歩道が
設置されました。ここは釣りもできるようになっていますので、簡
易トイレを寄贈しました。

２. 大阪市への救命浮環とロープの寄贈
大阪港では多くの場所が立入禁止となっていますが、立入禁止が
解除されている釣り場もあります。釣り人の安全確保のためにここに
設置してある救命浮環と縄梯子の一部が、2018 年 9 月の台風 21
号により流失してしまいました。この釣り場を引き続き安全に利用
できるようにするため、2019 年 8 月救命浮環100 個、縄梯子100
台を大阪市に寄贈、これに対して大阪市長から感謝状を頂きました。

京都府賀茂川 丸太町魚道

京都府賀茂川 荒神橋
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Ⅲ 参加企業

ア�
（株）アイビック
（有）アイビーライン
アキレス（株）
（有）アクティブ
アサヒレジャー（株）
アチック
（株）ア・ネットコトブキヤ
（株）アピア
（株）アムズデザイン
（有）アリゲーター技研
（株）アングラーズ
アングラーズサポートシステム（株）
アングラーズデザイン（株）
（有）アングル
（株）イシグロ
五十鈴工業（株）
（株）issei
INFINITE SEEDS MAKERS（株）
ING.CO.,
ヴァンフック（株）
（株）ウィング
植田漁具（株）
（株）ウォーターハウス
（有）ウォーターランド
（株）魚矢
（株）宇崎日新
ウチダトレーディング・モリックスジャパン
（株）エイチ・エー・エル
（株）エイテック
（株）ESTATE
NPO法人ジャパンゲームフィッシュ協会
（株）エバーグリーンインターナショナル
エフ・ケイ
（有）エムワントレーディング
（有）オー・エス・ビー
OSGS
（株）オーナーばり
（株）オーパデザイン
（株）オオモリ
（有）オジーズ
（株）小野由
（株）オフィスアクセル
（有）オフィス・ユーカリ
（株）オリムピック

（株）オンスタックル
オーシャンフリークス（株）
カ�
（株）鶴祥
影山産業（株）
（株）カズマーク
（株）カツイチ
（有）加藤精工
カハラジャパン（株）
（有）カビィ
（株）がまかつ
（有）カラーズインターナショナル
（株）川せみ針
（有）ガンクラフト
（有）関門工業
（株）キサカ
（株）キザクラ
（株）KILLER HEAT
クオリティライフ
（株）クリーブラッツ
（株）Grayhound
クレハ合繊（株）
（株）クロノコーポレーション
グローブライド（株）
（株）KIOB
（株）ケイテック
（株）ゲインコーポレーション
（株）ケーテー関東
ゲーリーインターナショナル（株）
ケンインターナショナル（株）
（株）剛樹
（株）ゴーセン
（一社）KONI
（株）コヒナタ
サ�
（有）財津釣具
（有）サウスウィンド
栄通商（株）
櫻井釣漁具（株）
（株）ささめ針
（株）ザップ
（有）サニー商事
サポートエンジニアリング　フラー
（株）34
サンヨーナイロン（株）

（株）サンライン
THWE OWL GENE LURE’S
（株）ジークラック
（株）シーフロアコントロール
（株）シマノ
（株）下田漁具
（株）ジャクソン
（株）ジャッカル
（株）ジャンプライズ
（株）清水
（株）上州屋
（株）スーバー・ビー
Skillful
（株）スズミエンタープライズ
スタジオディーピーアイ（株）
スティールハント
（株）スナガ
（株）スポーツライフプラネッツ
（株）スミス
征興産業（株）
（株）清光商店
（株）ゼニス
（株）ゼファーボート
（株）双進
タ�
第一精工（株）
大同（株）
大同石油（株）
ダイトウブク（株）
太陽産業（株）
（株）ダイレイ
タカ産業（株）
高階救命器具（株）
（株）タカタ
（株）タカミヤ
（株）タックルハウス
（株）達人
谷山商事（株）
（株）ダミキジャパン
ダブリエ・コミュニケーションズ（株）
（株）ダン
痴虫
中央漁具（株）
（株）津田商会
（株）ツネミ

未来へ残したい美しい地球の
つり環境ビジョンコンセプトに基づくLOVE BLUE 事業

ために 今 私たちは行動します
260社・団体参加（2020年3月31日現在 50音順）
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Ⅲ参加企業

つりー（株）
（株）釣研
（株）DRT
D-CLAW
（株）DSTYLE
（株）ディーパース・ファクトリー
TICA JAPAN（株）
（株）ティムコ
（株）テクノス
（株）デプス
（株）デュオ
（株）天龍
（株）土肥富
（株）トアルソン
東邦産業（株）
（株）トゥームストーン
（有）トオヤ
（株）TRYALL
東レ・モノフィラメント（株）
DRANCKRAZY（株）
DreemUp
ナ�
（株）内外出版社
（株）ナカジマ
ニッコー化成（株）
（株）NOIKE
ハ�
（株）ハイテックボート
ハイドアップ（有）
バスデイ（株）
（株）バスデイジャパン
（株）パームス
（株）林釣漁具製作所
（株）ハヤブサ
はり秀（株）
（株）ハリミツ
（有）HMKL
HAND MADE LURE HIRO
（株）ビーエムオージャパン
ビジュアライズイメージ（株）
ヒットコンポジット（株）
ピュア・フィッシング・ジャパン（株）
（有）ヒロカコーポレーション
兵庫通商（株）
FIELD BACK

Fishman（株）アレア
プエブロ（株）
フィッシュ・アンド・ハート（株）
（株）フォレスト
FOLLOW
富士工業（株）
冨士灯器（株）
（株）フジノライン
（株）フジワラ
（株）藤原辰次商店
（株）ブリーデン
フルシロプロダクトデザイン
ブルーブルー（株）
（株）ブレイズアイ
プロズワン
（株）プロックス
ベイトブレス
BeveL
（株）ベルモント
（株）北摂マリン
BOREAS
Bottomup（株）
（株）ボンバダアグア
マ�
（株）マガジン・マガジン
マルキユー（株）
丸米商事（株）
（株）マルシン漁具
（株）まるふじ
MARUTE
 mibro
（株）ミヤマエ
（株）ムカイフィッシング
（株）名光通信社
明邦化学工業（株）
（有）メガテック
メガバス（株）
メジャークラフト（株）
（株）目探
（株）モーリス
（株）もりげん
moriken speed bite

ヤ�
（株）ヤマイ

山田電器工業（株）
山豊テグス（株）
山本光学（株）
（株）ヤマリア
（株）ヤリエ
ユニチカ（株）
（有）よつあみ
ラ�
（株）ラインシステム
（有）ラガチャイナ
落花生
（株）ラッキークラフト
Rattytwister
ラパラ・ジャパン（株）
REALS
（株）リガーレ
（株）リコーサーバンス
（株）リチャーズ
リトルジャック（株）
（有）リトルプレゼンツ
（株）リプレイ
リミット
ルアーショップ　アンドウ
LURESHOP riprap
（株）ルミカ
＋Room’s
RAID JAPAN（株）
lire angle HAMA
（株）レイン
LEGAME
レジットデザイン（株）
LESS is MORE
（有）ロデオクラフト
ワ�
WILDFINS
（株）脇漁具製作所
（株）和田製作所
（株）ワトスファクトリー
（株）ワールドスポーツ

未来へ残したい美しい地球の
つり環境ビジョンコンセプトに基づくLOVE BLUE 事業

ために 今 私たちは行動します
260社・団体参加（2020年3月31日現在 50音順）
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Ⅳ 2019年度事業収支報告書

2019年度事業収支報告書
平成31年 4月 1日から令和 2年 3月31日まで

（単位：円）

科　　　　　目 予算額 決算額
【収入の部】
（1）シール売上収入
　　　　環境・美化シール販売収入 4,600,000 3,432,680
　　　　商標使用料収入 230,000,000 243,454,432

シール売上収入等計 234,600,000 246,887,112
（2）環境保全協力金収入（会計間振替）
　　　　釣竿を除く商品× 2/10000 15,200,000 14,952,015
　　　　釣竿× 2/10000 4,500,000 3,954,732

（2）環境協力金収入 500,000 0
環境保全協力金収入等計 20,200,000 18,906,747

収入合計 254,800,000 265,793,859
【支出の部】
Ⅰ　 事業活動費支出

（1）水中清掃事業費支出
　　　　水中清掃業務費支出（プロダイバー） 85,000,000 84,999,997
　　　　水中清掃業務委託費支出（日釣振） 5,000,000 5,787,630

水中清掃事業費支出計 90,000,000 90,787,627
（2）陸上清掃事業費支出
　　　　陸上清掃事業費支出（LOVE BLUE 助成） 15,000,000 15,000,000

陸上清掃事業費支出計 15,000,000 15,000,000
（3）放流事業費支出
　　　　放流事業費支出 60,000,000 43,528,568
　　　　放流業務委託費支出（日釣振） 22,000,000 21,193,615

放流事業費支出計 82,000,000 64,722,183
（4）釣り場拡大事業費支出
　　　　釣り場拡大事業費支出 25,000,000 8,246,014
　　　　釣り場拡大業務委託費支出 13,000,000 13,018,755

釣り場拡大事業費支出計 38,000,000 21,264,769
（5）予備費支出

予備費支出計 6,000,000 0
事業費支出計 231,000,000 191,774,579

事業費比率 90.7% 72.2%
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Ⅳ2019 年度事業収支報告書

私たちの考える「LOVE BLUE 〜地球の未来を〜」とは、持続
可能な釣り環境を構築するために、釣りにかかわるのすべての
人々が、共通の想いをもって発信する未来に向けた理念です。海
や川に囲まれ、水に恵まれた国、日本。日本の釣り文化は、世界
的に見ても群を抜いて高度であり、とても魅力的です。だからこ
そ私たちは、「釣りで自然を汚さない」から「釣りが自然を再生
させる一助になる」ように環境への意識をさらに高め、世界に誇
る「水辺の環境保全」を志向する社会貢献事業の実施を目指して
まいりたいと考えています。

「LOVE BLUE 〜地球の未来を〜」をスローガンに、まずは、「環
境保全」と「資源回復」を両軸に、「水辺をキレイに」「サカナを
増やそう」「フィールドを広げよう」を３つの優先事項とし活動
してまいります。

つり環境ビジョンコンセプトに基づく
LOVE BLUE 事業

〜活動理念〜
科　　　　　目 予算額 決算額

（6）運営経費支出
　　　　LOVE BLUE 人件費支出 29,069,122 21,973,462
　　　　環境・美化シール印刷費支出 350,000 0
　　　　旅費交通費支出 7,000,000 4,006,464
　　　　通信運搬費支出 1,200,000 416,866
　　　　印刷製本資料作成費支出 3,500,000 2,380,257
　　　　宣伝費支出 20,000,000 19,002,004
　　　　租税公課支出 3,000,000 3,753,276
　　　　会議費支出 500,000 196,020
　　　　支払手数料支出 100,000 53,425
　　　　振込手数料支出 50,000 37,962
　　　　諸謝金支出 200,000 0
　　　　消耗品支出 300,000 15,861
　　　　雑費支出 150,000 170,500
　　　　法定福利費支出（科目追記） 2,706,422

運営経費支出計 65,419,122 54,712,519
事業活動費支出合計 296,419,122 246,487,098

事業費比率 116.3% 92.7%
事業活動収支差額 -41,619,122 19,306,761

Ⅱ   振替経費支出
　　　　振替人件費支出 1,372,631 1,454,558
　　　　その他一般管理費支出 2,002,380 2,404,753
　　　　F 会館維持管理費支出 115,520 135,734
　　　　法人税等 0 0

振替経費支出計 3,490,531 3,995,045
【投資活動収支の部】
（1）投資活動収入

投資活動収入計 0 0
（2）投資活動支出

投資活動支出計 730,205 0
投資活動収支差額 -730,205 0

当期収支差額 -45,839,858 15,311,716
前期繰越収支差額 129,551,338 129,551,338
次期繰越収支差額 83,711,480 144,863,054
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　現在、新型コロナウイルスが世界を席巻し、収束の見通し
はまだ立っていません。その背景には、気候変動の影響や無
秩序な開発による生態系の変化、そしてヒトと野生動物の距
離が変化したことが要因であるとの指摘もあります。
　各国はコロナ対策に全力を挙げていますが、その対策があ
る程度落ち着いた段階では、人々が安心して生活できる、持
続可能で生態学的にも安定した、災害や疫病などにより抵抗
力のある社会への移行が重要になります。
　昨年 6 月に開催された G 20 大阪サミットでは、海洋プ
ラスチックごみ問題が主要テーマとなり、2050 年までに新
たな海洋プラスチックごみによる汚染をゼロにすることを目指す「大阪ブルー・オーシャン・ビ
ジョン」が採択されました。政府はもちろん、企業も個人もプラスチックごみ削減への具体的取
組が求められています。
　そのような状況のなかで、釣り界が一丸となって取り組む「つり環境ビジョンコンセプトに基
づく LOVE BLUE 事業」は多くの釣り愛好者も巻き込んで、環境問題に取り組む具体的活動と
して今日では社会の各層からその意義が高く評価されています。釣りは地球の恵みを最大限に使
い、自然に親しむスポーツです。しかし釣りが長く続けられるためには、水辺や海の環境と多様
な魚類の維持、そして釣り場の環境改善が肝要です。「LOVE  BLUE 事業」は、釣り人への環境
保全の意識の向上も図りながら、釣りにかかわる全ての人々が共通の思いをもって持続可能な釣
り環境を構築するための社会貢献事業となっています。

京都大学名誉教授
松下和夫

2019年度

地球の恵みと LOVE BLUE 事業
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